


ダーティなこどをやっていても、芸術映画

だね。

この映画は40分の短編だが、人間の冷酷さ

患かさが生々しく僕の心に強〈伝わってきた。

見ているうちに その短い時間の中に人間の

すべての世界が映し出されてしまっているよ

うな気がしてきた。

ゴダールの感覚は、かっこいいフランスを

描き出し、憧れだった。『カルネ』は、それ

に近い感覚を使いながら、より刺激的に、よ

り官能的にフランスの見せたくない部分を見

せる。なにしろ、不思議で生々しいフランス

が映し出され、対極ではあるが、ゴダールが

登場した時の鮮烈さを思い出した。

中野裕通(ファッション・デザイナー)

さき最も日本で公開すべきフランス映画

だわ。パリの夜、私たちのような若い観

客は『力ルネ』に釘付けにされた。あま

りに話題になったこの作晶の続編がさき創

られているわ。この映画に魅了され、惚

れ込んだ一人のアニエス bが是非参加さ

せてくれと監督に電話したの。彼女のプ

ロテ、ユースで撮影中よ。

一一口マーヌ・ボーランジ‘工

1920年代末に『アンダルシアの犬』を撮っ

た若かりしルイス・フ‘ニュエルのように、 90

年代の明けた今回、ギャスパ-・ノエはあら

ゆる基準・ネし儀作法をひっくり返し、“ハイパ

ー・シュールリアリズム"を創り出した。

さあ、駆け出そう/あなたの皿に馬肉をの

せないために/ -STUDIO('92 , LJuIJ

袴田吉彦(俳優)

丸尾末広(漫画家)

わたしたちが必死になってかくし通そうと

する“残忍"を、これは徹底的に暴露する。

山口椿(作家・画家・チェリスト )50音順・敬称略

40分どいう短いフィルムだけど、僕が気に

入ったのは、高いテンションを最後まで持ち

続けているどこだ。監督のもつオリジナルな

リズムがある。この父ど娘の、精神的に閉鎖

された世界には、本来人聞が持っている原始

的な本能の姿を感じる。僕にもこの映画の少

女ど同じ位の娘がいる。僕ど娘どの関係は、

この映画ど違うが、本能的なところは似てい

る。

侯孝賢(ホウ・シャオシェン、監督)

私はすごく好きだけど、生理的にダメって

いう人もいるでしょうね。近親相姦めいた j殿

んだ空気感を出すために、金良をロがきけない

設定にするところなど、隅々まで計算された

映画だと思います。私が好きなのは、ケン・

ラッセル、グリーナウェイ、デレク・ジャー

マン、ウォーホルなどの映画ですが、それら

に通じるものがあるフランス映画です。

森園みるく (漫画家)

デニス・ホッパー(俳優・監督)

岡崎京子(漫画家)

-いよいよ「カルネ」日本公開、その興奮。

ギャスパー・ノエの「カルネ」を 20世紀真

剣短篇映画ど呼ぼう。短くても見てる奴等を

グサリどやる真っ赤な真剣短編映画だ。

あがた森魚(ミュージシャン)

豊川悦司(俳優)

人生に負け続けてゆく男の姿を、切り詰め

た構成でリアルにかつ幻想的で斬新な映像に

凝縮した非常にカッコイイ快作。

「戦争ど平和」で、ロシアに出兵した仏ナポ

レオン軍が、自ら乗ってきた馬を喰いながら

敗走していった話が想い起こされる。

大友克洋(漫画家)

人間の真理の縮図を垣間見るようだ。ショ

ッキングで挑発的な映像の中になぜか切ない

痛みが見える。この詩的緊張感にギャスパー・

ノエ監督のオ能がうかがえる。

城ノ内ミサ(音楽家)

-これは馬に恋した少女の話

少女は生まれてから一度も口をきいた

ことがない。父親はパリ郊外で馬の肉を

売る男。やがて女らしい変化をみせる 13

歳の少女・..。

|速報|ファッション・デザイナー

アニエス bが「力ルネ』の続編を

現在プロテ、ユース中/

これか私の求めていた映画だって思っ

たわ。力強くて詩的で、肉塊の様に生々

しくて冷たいのだけど、同時にやさしさ

もあって…。とにかく自分の感性にとて

も近い作晶だった。_ - 0
-一札タ~ .(f-,

複数の絶望的な肉塊の映像。馬肉/思春期

の腫れた少女の体/脂肪の塊のような中年女。

私達もまた肉屋に並ぴうる肉の塊である。

ゃあねえ。

なんなんだ一体/ヌメツどした変態映画な

のに、なんともいえないさわやかさがある・・・

こんな映画ははじめてだ/

しかもシネスコだ.I 40分だ/

竹中直人(俳優・映画監督)

IT' CARNE.nを観たことによって、僕は生

涯、ギャスパー・ノエ監督を追い続けること

になるだろう。

『カルネ』のオープニング・シーンのもつ凄

さ。それは rアンダルシアの犬」でブニュエ

ルが目を切ったシーン以来の衝撃だ。ギヤス

ノぐーは注目すべき監督であり、将来性ど同時

にアーティスティック・ビジョンの素晴しさ

がある。

フランス映画/カラー/1991年/40介

配給:へラルド・エース、日本ヘラルド映画広ERIILD

1991年カンヌ映画祭国際批評家週間賞受賞

1991年仏・ジョルジ、ユ・サドウール賞受賞

ι竺ーーーが乏
・ビザール・アート=世紀末感
覚に陶酔

30歳の新鋭ギャスパー・ノ工は、直感

にも似た特異な感性を操る。最初に浮か

んだイメージは“食肉処理場から出てく

る子供たち"。さらに"CARNE(=肉、

馬、肉体、ふしだらな女、質の悪い馬肉

…)という言葉から連想される様々なヴ

ィジョンを出現させ、世紀末感覚を漂わ

せた“ビザール・アート"として観客を

閤酔の境地に誘う。

・終わりのないパリの裏側、人

人は一体どこへ行くのだろう

禁止されねばならないタブーが氾濫す

る現代パリの裏側が映し出され、恐ろし

いほどの終末論を語る。

馬の肉を売る父親と、口をきかない13

歳の少女のやるせない道行きの物語は、

極限における緊張感と同時に、メランコ

リックな痛みを感じさせる。

そう、これは、ありきたりなイメージ

が連続し、どれも似たような物語しか持

たない“映画"に慣れ切ってしまった、

不感症気昧の全ての映画観客に贈られた

フランス映画なのである。

.40分の衝動。『力ルネ』登場。

1992-93年、パリを中心に、フランス

全土の若者を熱狂させたという『力ルネ』

が日本に上陸する。

たった40分という作昂にもかかわらす、

その衝撃性、過激さで、人々を驚樗させた。

そして、芸術作晶への傾倒を深める最

近のフランス映画の流れに飽き飽きして

いた若者たちを挑発し、ナイト・ムーヴ

イーとしてロングランされた。

.rジョルジュ・フランジュの

『獣の血j]('48)以来の衝撃」

そんな批評を筆頭に、 r4時間の『美し

き誇い女』か、 40分の『カルネ』力、」、「絶

頂期のコ夕、ールをさらに過激にした作昂」

と絶賛を浴び、カンヌ映画祭を初め数々

の賞を受賞。忘れられつつあったフラン

ス映画独特の過激な滑稽さ(冗談の好き

な国民性)が、思う存分発揮された作昂

となっている。
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